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半 七 老人 は 或ると き 彼のむ かしの 身分に ついて 詳し 

い 話 をして くれた。 江戸時代の 探偵 物語 を 読む 人々 の 

便宜の ために、 わたし も 少しば かりこ こに その 受け 売 

リ をして 置きたい。 

「捕物帳と いうの は 与力 や 同心が 岡つ 引ら の 報告 を 聞 

いて、 更に これ を 町奉行 所に 報告す ると、 御用 部屋に 

しょやく 

当座 帳の ような ものが あって、 書 役が 取りあえず これ 

に 書き留めて 置 くんです。 その 帳面 を 捕物帳と いって 

いました」 と、 半 七 は 先ず 説明した。 「それから 私 ども 



< も 

めの 陰った 日であった。 半 七が 日本 橋の 大通り を ぶら 

ぶら あるいて いると、 白木の 横町から 蒼い 顔 をした 若 

い 男が、 苦労 ありそうに とぼとぼと 出て 来た。 男 はこ 

の 横町の 菊 村と いう 古い 小間物屋の 番頭であった。 半 

七 もこの 近所で 生まれた ので、 子供の 時から 彼 を識っ 

ていた。 

「清さん、 どこへ …… 」 

声をかけられて 清 次郎は 黙って 会釈した。 若い 番頭 

の 顔色 はきょうの 冬空よりも 陰って いるの がいよ いよ 

半 七の 眼に つ いた。 

「かぜで も 引きな すった かえ、 顔色が ひどく 悪い よう 



の 居間の 方へ ずんずん 行って しまいました。 そのうち 

に 奥で 『おや、 お 菊 かえ』 というお かみさんの 声が し 

たかと 思う と、 おかみ さんが 奥から 出て 来て 『お 菊 は 

そこらに 居ない か』 と 訊 くんでしょう。 わたしが 『い 

いえ、 存じません』 と 云う と、 おかみさん は 変な 顔 を 

して 『だって、 今 そこへ 来た じゃあな いか。 探して 御 

覧』 と 云う。 わたし も、 おかみ さんと 一 緒に な つ て 

うちじゅう 

家中 を 探して 見たん です けれども、 お 菊さん の 影 も 

形 も 見えな いんです。 店に は 番頭さん 達 もみん ない ま 

したし、 台所に は 女中 達 もい たんです けれども、 誰も 

お 菊さん の 出 はいり を 見た 者 はない と 云 うんでしょう _ 



です。 でも、 おかみさん にほんと うのこと は 云え ませ 

ん から、 途中で はぐれた ことにして あるんで すが、 清 

さん も わたし も、 おとといから 内々 どんなに 心配して 

いるか 知れな いんです。 ゆうべ 帰って来て、 やれ 嬉し 

やと 思う とすぐ に また 消えて しまって 。 一体 どう 

したんだ か、 まるで 見当が 付きません」 

おろおろ 声で お 竹が ささやく の を、 半 七 は 黙って 聴 

いていた。 

「なに、 今に 判る だろう。 おかみさん にも、 番頭さん 

にも、 あまり 心配し ねえよう に 云って 置く がいい。 

きょうは ザ J れで 帰る から」 



半 七 は 神 田へ 帰って 親分に この 話 をす ると、 吉 五郎 

は 首をかしげて、 その 番頭が 怪しい ぜと 云った。 しか 

し 半 七 は 正直な 清 次郎を 疑う 気に はなれな か つ た。 

「いくら 正直 だって、 主人の むすめと 不埒 を 働く よう 

な 野郎 だもの、 何 をす るか 判る もんか。 あした 行った 

ら その 番頭 を 引っぱた いてみ ろ」 と、 吉 五郎 は 云った。 

その 明くる 朝の 四ッ (十 時) 頃に 半 七が 重ねて 菊 村 

の 店へ 見廻り に ゆく と、 店の 前に は 大勢の 人が 立って 

さ さ や 

いた。 大勢 は 何 か ひそひそ 囁きながら 好奇と 不安の 

のぞ 

眼 をけ わしく して 内 を視き 込んで いた。 近所の 犬まで 

が 大勢の 足の 下 をく ぐって 仔細 ありげ に うろつい てい 



娘 はさきお ととい 行く え 不明と なった。 それが おと 

といの 晚、 ふらりと 帰って来て、 すぐに 又 その 姿 を 隠 

してし まった。 そうして ゆうべ また 帰って来 たかと 思 

うと、 今度 は 母 を 殺して 逃げた。 これに は 余程 こみ 

い つた 事情が まつわつ ていなければ ならない と 想像 さ 

れた。 

「そうして、 娘 はどうした」 

「どうした か 判らな いんです」 と、 お 竹 はまた 泣いた- 

かれが 泣きながら 訴える の を 聞く と、 ゆうべ も 前夜 

とおな じ燈 ともし 頃に、 お 菊 はわが 家へ おなじ 形 を 現 

わした。 今度 は どこから はいって 来た か 判らなかった 



まや 

両国の 見世物 小屋 も、 これから そろそろ 囉し 立てよう 

とする 時刻であった。 むしろ を 垂れた 小屋の まえに は、 

まこり 

弱々 しい 冬の 日が 塵埃に まみれた 絵 看板 を 白つ ぼく 照 

のぼり 

らして、 色の さめた 幟が 寒い 川風に ふるえて いた。 

なら かど 

列び 茶屋の 門の 柳が 骨ば かりに 痩せて いるの も、 今年 

の 冬が 日，、 - J とに 暮れ て ゆく 暗 い 霜枯れ の 心 持 を 見せ て 

いた。 それでも 場所柄 だけに、 どこから か 寄せて 来る 

人の 波 は 次第に 大きくな つて 来る らしい。 その 混雑の 

中 を くぐりぬ けて、 半 七 は 列び 茶屋の 一軒に はいった。 

「どうだい。 相 変らず 繁昌 かね」 

「親分、 いらっしゃい」 と、 色の 白い 娘が すぐに 茶 を 



ころな しに 隣り の 家へ 行って 訊く と、 金 次 は 家 を 明 

せんとう 

けつ 放しに して 近所の 銭湯へ 行ったら しいとの ことで 

あった。 

「わたし は 山の手から わざわざ 訪ねて 来た 者です が、 

そんなら 帰る まで 入口に 待つ て います」 

隣り のお かみさんに 一応 ことわって、 半 七 は 格子の 

かまち 

中へ はいった。 上がり框 に 腰 を かけて 煙草 を 一 服 

すって いるう ちに、 かれは ふと 思い付いて、 そっと 入 

口の 障子 を 細目に あけた。 内 は 六 畳と 四畳半の 二 間で、 

入口の 六 畳に は 長火鉢が 据えて あった。 次の 四畳半に 

は 炬馑が a つて あるら しく、 掛け蒲団 〔# 「蒲団」 は 底 



「留守に 誰か 来て いる。 ああ、 そうです か」 

金 次が 帰って来 たなと 思う うちに、 格子が がら リと 

あいて、 半 七と おなじ 年頃の 若い 小粋な 男が ぬれ 手拭 

を さげて はいつ て 来た。 金 次 はこの ごろ 小 博奕な ど を 

打ち 覚えて、 ぶらぶら 遊んで いる 男で、 半 七と はまん 

ざら 識らな い 顔で もなか つ た。 

あこ"' 

「や あ、 神 田の 大哥 です か。 お 珍ら しゅう ございます 

ね。 まあお 上がん なさい」 

相手が ただの 人と 違う ので、 金 次 は 愛想よ く 半 七 を 

招じ入れて 長火鉢の 前に 坐ら せた。 そうして、 時候の 

挨拶な ど をして いる 間に も、 なんとなく 落ち着かない 



尽き だ。 小 柳 はどうで 獄門 だが、 おめえ の 方 は 云い 取 

リ 次第で、 首 だけ は繫 がるに 相違ね え。 まあ、 安心し 

ていろ」 

r ど ぅぞ 御 慈悲 を 願います。 わたし は 全く 意気地 の な 

い 人間なん で、 ゆうべ も おちおち 寝られませんでした。 

大哥の 顔 を 一 と 目 見た 時に、 こリゃ あもうい けね えと 

往生して しまいました。 あの 女に は 義理が 悪い ようで 

すけれ ども、 私の ような 者 はこうして 何もかもす つか 

り 白状して しまった 方が、 胸が 軽くな つて 却って 好う 

ございま すよ」 

「じゃあ 気の毒 だが、 すぐに 神 田の 親分の 所まで 一 緒 
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